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研究成果の概要（和文）：ミトコンドリアは、細胞内では融合と分裂を頻繁に繰り返しながらダイナミックにその形態
を変化させていることが知られている。本研究期間ではミトコンドリア分裂の筋細胞における生理的意義に着目し研究
をおこなった。哺乳動物細胞を使った解析からミトコンドリアの形態変化とミトコンドリアDNA(mtDNA)のダイナミクス
に関して新たな知見を得た。これら細胞レベルの解析から得られた知見を個体レベルの解析に応用し、ミトコンドリア
の分裂が筋組織の機能維持に重要な役割を果たしていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Mitochondria are dynamic organelles, and their fusion and fission regulate various
 cellular events. We examined the physiological role of mitochondrial fission in muscle tissue. We found t
hat nucleoid morphology/dynamic are regulated by balanced fusion and fission in the term of this project. 
In healthy cells, mitochondrial fission often occurred adjacent to nucleoids. In Drp1-deficient cells, nuc
leoids were highly enlarged by their clustering within hyperfused mitochondria. Thus, mitochondrial dynami
cs by fission and fusion play a critical role in controlling mitochondrial nucleoid structures, contributi
ng to cristae reformation and the proapoptotic status of mitochondria. Further analysis showed that mitoch
ondrial fission maintains functional mitochondria in muscle tissue.
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科研費の分科・細目：

生物学

キーワード： ミトコンドリア　細胞・組織　シグナル伝達　オルガネラ

機能生物化学



１．研究開始当初の背景

 ミトコンドリアは細胞内の主要なエネルギ

ー生産を行なうだけでなく、アポトーシスや

Ca2+シグナリングなど多様な細胞制御におい

て重要な機能を担っている二重膜構造の細胞

内オルガネラである。

と分裂を含む形態変化を頻繁に繰り返し

り（ミトコンドリアダイナミクス）、これが

胞機能制御に重要な機能を持つ

れている。しかし、これら形態変化が病態

個体の生理機能に及ぼす影響についての知見

は乏しかった。

 また酸素呼吸細菌を起源とするミトコンド

リアは自身の

DNA 結合蛋白質である

様体という構造をとることが知られていた。

ミトコンドリアの形態がダイナミックに変化

するにも関わらず、

アの核様体の挙動に関する詳細な解析はほと

んど行われていなかった。

 

２．研究目的

ミトコンドリア分裂因子を欠損したマ

解析から、特に筋細胞における生理的な意義

を解析する。また

では、

の発現を制御すること

リアの形態変化と核様体の挙動や分布の関連

を詳細に検討する。

 

３．研究の方法

組織特異的な

現型(
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にミトコンドリア分裂の筋細胞での役割につ

いて解析を進めた。また、

様体のライブイメージング系

築し、

ミクス分子群の発現抑制を行

ドリア形態と核様体との関係性を詳細に観察

した。

新たな

筋細胞での解析にフィードバックし、生理的

な意義についても詳細に検討
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４．研究成果

本研究期間において、ミトコンドリアの形態

と核様体の挙動・分布に密接な関係があるこ

とを明らかにした。
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